
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
                              
 

 

 

  

 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発行：株式会社ワイズ 
 ワイズ公共データシステム(株) 

 

連絡先：TEL.0269-65-4710 FAX.0269-65-4745 
 [URL] http://www.wise.co.jp/ 

送信枚数 １枚 

＜ つまずく会社・救われる会社④ ＞ 
 

「WISE FAXNET」は建設業業務支援ソフト「Wisdom（ウィズダム）」ユーザー様、ワイズ公共データシステム(株)に経営状況分析申請を頂いたお客様、又は資料のご請求

を頂きましたお客様に経審に関する最新情報、経審書類作成のワンポイントを紹介、月一回の発行となります。内容に関するお問い合わせ、バックナンバーの請求（99

年 2 月号～）は弊社までご連絡下さい。弊社ホームページよりバックナンバーのダウンロードができます（10 月号は 10 月 31 日より可能）。ログインＩＤは「1921」です。入

力後、［ログイン］ボタンをクリックして下さい。 → ワイズホームページ http://www.wise.co.jp/ 

 

 

 

 

貴社名 

ご担当者様 ご役職・部署名 

TEL FAX 

今後メールでの送信をご希望される場合は下記にアドレスをご記入下さい。 

e-mail 

資料・デモをご希望の方は、下記にご連絡先をご記入下さい。ユーザー様で前回

登録時と変更のない場合には、貴社名とご担当者名、TEL のみをご記入下さい。 

FAX 送信はこちらまで ⇒ 0269-65-4745 

□Wisdom 資料請求（無償）   □Wisdom デモ CD希望（無償） 

□送信先宛名変更（右欄に変更後の宛名をご記入ください） 

□今後「Wise FAXNET」送信不要 □今後「Wise FAXNET」はメールで希望 

 「中小企業においては、W（社会性等）の実質ウェイトを相対的に高くする。」（第 2回経営事項審査改正専門部会資料 4）この意
味深長な言葉はどう解釈したらよいのでしょうか。中小企業はここに力を入れて得点してほしいと考えているのか、それとも他では

点数がとれないから相対的に高くなるということなのかがよく分かりません。正確な評点テーブルや計算式が公表されていませんの

で詳しく計算できませんが、中小企業においては新経審の完工高（X1）での減点分を他でカバーするのが難しい会社が多いのではな
いかと危惧されています。その中で、W（社会性等）は上限下限の幅が広がって得点が期待される項目であるのも事実です。（上限値・

下限値の表についてはWiseFAXNET2007.7月号参照） 

ワイズ公共データシステム株式会社  ＜経営状況分析申請＞  受付中！！ 
詳しい資料請求はこちらまで ⇒ ■お電話＜026-232-1145＞ ■e-mail＜info@wise-pds.jp＞ 

 

╋╋ 経審トレンド５ 好評無償公開中！！ ╋╋  

◆全国１８万社の直近５期分経審データを比較 

◆地域のライバル会社との売上・経営状況比較 

どなたでもすぐにご利用頂けます！！ 

 

 

今すぐ検索サイトで 
「経審トレンド」で検索実行！

 国交省は、中堅・中小企業の求められる役割として「地域社会への貢献（防災活動等）」を掲げ、W（社会性等）の評価を「社会
的責任の果たし方によって差のつく評価」にするとしていますので国交省の意図は明らかです。評価を受ける側としては、国交省の

示すあるべき建設会社像をめざして、ここでの取りこぼしはしない決意が必要です。もちろん、監査の受審状況の会計監査人の設置

や研究開発の状況等点数を取るのがほぼ不可能なものもありますが、それ以外はなんとかしなくてはなりません。今、新経審に向け

て安定して得点できる項目を増やす努力が必要です。 
 どの業界でも大企業が市場制覇をめざしてしのぎを削っています。家電や雑貨などの小売流通業界では、すでに地方の中小の企業

は壊滅状態です。これに対して建設業界では厳しい状況にはありますが、大企業と中小の地場建設会社とが共存して建設産業を支え

ています。これは政府の産業政策によるところが大きいからですが、中堅・中小企業に期待されている地域社会への貢献（防災活動

等）をなくせないことも大きな要因であると思われます。建設業界が小売流通業界の二の舞にならないためにも努力してほしいと願

っています。                              ＷＩＳＥＮＥＴ編集部  松  村      清（税理士）

W1： 労働福祉の状況 30

雇用保険未加入 -15

健康保険・厚生年金保険の未加入 -15

賃金不払件数 -15

建退協加入 7.5

退職一時金制度の導入 7.5

企業年金制度の導入 7.5

法定外労災制度への加入 7.5

W2： 工事の安全成績 30

W3： 建設業の営業年数 30

W5： 防災協定締結の有無 3

W4： 公認会計士等数 10

合計 103

73廃止項目を除いた合計

現行

 
 
 

W1： 労働福祉の状況 45

雇用保険未加入 -30

健康保険・厚生年金保険の未加入 -30

建退協加入 15

法定外労災制度への加入 15

W2： 建設業の営業年数 60

W3： 防災協定締結の有無 15

W4： 法令遵守状況 -30

W5： 建設業の経理の状況 30

監査の受審状況 20

公認会計士等数 10

W6： 研究開発の状況 25

合計 175

130
監査の受審状況と研究開発の状況を
除いた合計

改正案

退職一時金
もしくは企業年金制度の導入

15

 
 
 

統合 

廃止 

新設 

新設 

新設 

※一部、順序を変更して

あります。 

【Wの改正項目】

廃止 


